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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

運動会のスローガン決定！！ ★はらから★ ～キラリと光るために～

みんなで協力し だれも先の事は実際

自分たちの限界にチャレンジする運動会 どうなるかわかりませ

～いけー！キラリと光る かっこいい励徳っ子～ ん。でも、これまでの

経験をもとにある程度

各学年から出された運動会で表現したい「キーワー 先の事を予想して動く

ド」をもとに企画委員が話し合って、今年度の運動会 事は出来ます。また、

のスローガンを決めてくれました。キーワードとして 予想外のことが起きた

は、「協力」「限界にチャレンジ」「いけー」「かっこ 時に対応できるよう時

いい」とかだったのでしょうか。 間に余裕をもっておく

子どもたちには、全校集会で「元気のよさとみんな 事も大切です。

がそろった集団行動を運動会で表現してほしい」とお 少なくとも今日１日

願いしました。それが、このスローガンに表れている 何があるのか時間割等

と思います。 を見たり、いつまでに

暑い日が続いてい 何をしなければならないかカレンダーに書いたりして

ますが、それぞれの 先の事を考える習慣をつけるようにしてください。

団長を中心として、

スローガンを実現で

きるように全体練習

に熱心に取り組んで 渡辺妃夏さんにとても珍しい「五つ葉のクローバー」

います。本番では、さらに一生懸命なかっこいい姿を をもらいました。また、先日は「校長先生逆さ虹が出

見せてくれると思いますので、ぜひご覧ください。 るてるよ」と子どもたちが教えてくれました。こちら

も珍しい現象です。子どもたちが自然現象に目を向け、

本校には、いろいろな記 好奇心をもってくれて、この「サイエンスコーナー」

念碑や記念樹が残されてい を作って本当によかったと思いました。

ます。先日、運動場南側に 欲を言えば、そこから「なぜ、どうして」という疑

設置されている記念碑が「少し傾いているのでは 問を持ち、もっと観察したり調べてみたりしてくれれ

ないか」と地域の方から指摘があり、一緒に見て ば最高です。

きました。石には「東中愛」と彫られており、土 わたしも、「なぜ、五つ葉ができるのだろう」と思

台の部分には、砥用東中学校の校章が配置されて い調べてみると、茎の先端の葉の基が踏まれたりして

います。また、その下の石板には砥用東中学校の 傷つくことによって、三つ葉になるはずのものが、四

沿革が記されており、「昭和56、57年度卒業生 つ葉だったり、五つ葉になったりすることがわかりま

の協力を得て建てられたものである」とあります。 した。そう言われてみれば、シロツメクサは、横に広

卒業生の方々の愛校心の がって踏まれやすいところにあるなと感じました。

強さがとても感じられます。 虹については、それぞれぜひ調べてみてください。

ただ、中学校の記録は、励

徳小学校には残っておらず、 愛校作業は大変お世話になりま

詳しいことはわかりません した。次は、いよいよ運動会です。運動会準備を

でした。ご存じの方がおら ５月２７日（土）１３時３０分から予定しており

れましたら、教えていただ ます。いろいろとお忙しいところ恐縮ですが、ご

ければ幸いです。 協力をお願いします！！

ま とく れい こう

全員リレーの練習の様子


